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な
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
を
置
い
た
こ
の
碑
は
、
表
面
に
は
「
施
茶
翁
塚
」
と
刻

し
、
裏
面
に
は
「
地
獄
い
や
極
楽
と
て
も
望
み
無
し
又
六
道
の
辻
で

施
茶
翁
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
施
茶
翁
と
は
上
州
館
林
藩
主
松
平
右
近

将
監
武
厚
の
侍
医
羽
左
問
宗
玄
を
さ
す
。
こ
の
碑
は
、
平
間
寺
の
再
建

が
弘
法
大
師
一
千
年
の
御
遠
忌
に
あ
た
る
天
保
五
年
（
一
八
五
四
年
）
に

完
成
し
た
の
を
祝
っ
て
天
保
六
年
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
彼
が

著
し
た
『
老
婆
心
書
」
は
文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
年
）
の
板
行
で
、
漢

字
仮
名
混
じ
り
文
で
書
か
れ
て
い
る
。
妊
娠
、
出
産
に
は
じ
ま
り
、
急

慢
驚
風
、
痘
瘡
に
い
た
る
ま
で
そ
の
範
囲
は
広
く
、
そ
の
論
説
は
古
今

の
諸
家
の
医
説
を
折
衷
し
て
い
る
。

か
く
し
て
こ
の
医
史
跡
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
は
無
事
終
了
し
た
。
帰
宅
で

一
緒
に
な
っ
た
参
加
者
の
一
人
が
、
こ
の
よ
う
な
催
し
は
で
き
る
だ
け

多
く
や
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
と
い
わ
れ
た
こ
と
が
、
筆
者
の
脳
裏
に
深

く
残
っ
た
。

さ
ら
に
今
ま
で
神
奈
川
県
の
医
療
の
発
展
は
明
治
以
後
か
ら
と
思
わ

れ
て
い
た
が
、
今
回
の
ツ
ア
ー
に
よ
っ
て
す
で
に
明
治
以
前
に
多
く
の

先
人
達
が
活
躍
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
今
後
は
こ
の
先
人

達
の
す
ば
ら
し
い
業
績
の
掘
り
起
こ
し
を
是
非
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

（
日
本
医
史
学
会
神
奈
川
地
方
会
杉
田
暉
道
）

精
神
医
学
史
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
旨
の
冒
呂
。
邑
辱
目
。
‐

、
旨
冒
閏
尉
冒
ご
旦
勺
、
胃
ご
呉
昌
。
．
夢
①
弓
胃
①
号
○
匡
さ
夢
の

巴
翼
○
①
旨
冒
昌
‐
弓
乏
。
冨
壁
の
自
国
ａ
も
昌
凸
三
昌
曼
旨
三
の
里

四
且
團
“
己
印
象
記

平
成
二
年
三
月
二
○
日
と
二
一
日
の
二
日
間
、
名
古
屋
市
立
大
学

医
学
部
に
お
い
て
、
同
大
学
精
神
医
学
講
座
、
濱
中
淑
彦
教
授
（
現
名
誉

教
授
）
の
主
催
で
精
神
医
学
史
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
た
。
精

神
医
学
史
と
い
う
研
究
分
野
に
つ
い
て
は
、
最
近
日
本
で
も
、
平
成
九

年
の
精
神
医
学
史
学
会
の
設
立
と
機
関
誌
『
精
神
医
学
史
研
究
」
の
発

刊
な
ど
が
実
現
し
、
ち
ょ
う
ど
海
外
の
隆
盛
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
準
備

が
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
え
る
と
、
国
内

外
の
研
究
者
た
ち
を
招
い
て
こ
う
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
る
の

は
精
神
医
学
史
研
究
の
推
進
に
と
っ
て
ま
さ
に
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ

っ
た
と
言
え
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
、
そ
の

内
容
は
西
洋
と
東
洋
の
二
○
○
○
年
に
渡
る
精
神
医
学
の
営
み
を
横
断

す
る
も
の
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
、
中
国
そ
し
て
日
本

か
ら
参
加
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
た
ち
の
顔
ぶ
れ
と
と
も
に
、
非
常
に
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
な
学
問
的
試
み
で
あ
っ
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
流
れ
を
見
て
い
く
と
、
一
日
目
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

精
神
医
学
史
」
と
「
中
国
・
韓
国
・
日
本
の
精
神
医
学
史
」
、
二
日
目
は

「
近
代
日
本
の
精
神
医
学
の
黎
明
」
、
「
精
神
医
学
史
に
お
け
る
臨
床

的
・
理
論
的
諸
概
念
」
、
「
認
識
論
的
、
社
会
・
文
化
的
脈
絡
に
お
け
る

精
神
医
学
史
」
と
い
う
順
序
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
四
か
ら
八
題
の
発
表
と
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そ
れ
に
引
き
続
く
討
論
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
発
表
さ
れ
た
演
題

一
つ
一
つ
に
詳
し
く
言
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
た
と
え
ば
初
日

最
初
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
の
古
代
・
中
世
か
ら
一
九
世

紀
に
至
る
精
神
医
学
の
諸
相
が
、
ガ
レ
ノ
ス
（
く
国
冑
国
い
）
、
ビ
ン
ゲ
ン

の
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
命
・
弓
四
二
①
ョ
昌
巴
、
パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
（
国
、
９
２
二
、

プ
ラ
ッ
タ
ー
か
ら
エ
ス
キ
ロ
ー
ル
（
弓
．
国
四
日
四
国
印
冨
）
、
ピ
ネ
ル
ロ
．

曳
帰
四
目
）
な
ど
の
代
表
的
形
姿
を
中
心
に
描
出
さ
れ
、
さ
ら
に
、
精
神

症
状
に
関
す
る
概
念
規
定
の
歴
史
が
分
析
さ
れ
た
（
⑦
駒
の
『
『
さ
の
）
。
そ
こ

で
見
ら
れ
た
も
の
は
、
西
欧
古
典
学
の
成
果
を
踏
ま
え
た
厳
密
な
方
法

論
、
よ
く
知
ら
れ
た
思
想
家
に
関
す
る
新
た
な
視
点
、
あ
る
精
神
医
学

者
・
思
想
家
の
持
つ
大
き
な
影
響
力
の
分
析
、
一
次
資
料
の
文
脈
に
即

し
た
精
神
医
学
的
な
症
状
概
念
の
発
生
と
変
遷
の
追
跡
、
あ
る
概
念
が

精
神
医
学
に
対
し
て
持
っ
た
意
味
、
「
精
神
症
状
」
と
い
う
概
念
そ
の
も

の
の
機
能
な
ど
で
あ
り
、
こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
だ
け
で
も
、
精
神
医
学
史

研
究
の
面
白
さ
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
た
。

つ
ぎ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
以
降
も
、
中
国
や
韓
国
の
伝
統
医
学
に
お
け
る

精
神
医
学
や
、
日
本
の
精
神
医
学
史
、
精
神
医
療
の
方
法
論
や
病
院
史

な
ど
に
関
す
る
興
味
深
い
発
表
が
続
き
、
そ
れ
に
加
え
て
会
場
で
は
、

口
演
と
同
時
に
ポ
ス
タ
ー
発
表
も
あ
り
、
こ
ち
ら
も
東
洋
と
西
洋
双
方

か
ら
、
ポ
ス
タ
ー
の
特
性
を
生
か
し
た
演
題
が
出
さ
れ
て
い
た
。

個
人
的
に
、
二
日
間
の
日
程
を
通
じ
て
本
当
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き

た
、
と
い
う
の
が
実
感
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
マ
テ
リ
ア
ル
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
心
地
よ
い
緊
張
感
が
持
続
し
た
の
は
、

人
間
精
神
と
そ
の
障
害
の
多
様
性
を
反
映
し
た
多
種
多
様
な
テ
ー
マ
が

つ
ぎ
つ
ぎ
と
呈
示
さ
れ
た
た
め
で
あ
り
、
そ
う
し
た
多
様
性
が
、
学
際

的
な
視
点
か
ら
「
過
去
に
何
が
起
こ
っ
た
の
か
」
を
知
る
と
い
う
喜
び

を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
か
ら
だ
と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
再
び
日
本
で
開
か
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

最
後
に
、
世
紀
の
変
わ
り
目
に
あ
た
っ
て
こ
う
し
た
意
義
深
い
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
実
現
し
て
い
た
だ
い
た
濱
中
先
生
と
、
名
古
屋
市
立
大
学

精
神
科
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
深
く
感
謝
し
た
い
。

（
岩
手
医
科
大
学
神
経
精
神
科
酒
井
明
夫
）

一
月
例
会
平
成
十
一
年
一
月
三
十
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
、
横
浜
と
庖
瘡
中
西
淳
朗

一
、
金
子
準
二
ｌ
断
種
史
上
の
人
び
と
（
そ
の
二
）
岡
田
靖
雄

二
月
例
会
平
成
十
一
年
二
月
二
十
七
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
二
号
館
第
一
会
議
室

一
、
実
体
験
に
基
づ
く
心
臓
な
ら
び
に
脳
神
経
活
動
の
光
学
的

計
測
機
器
開
発
史
の
研
究
神
野
耕
太
郎

一
、
幕
末
の
久
留
米
藩
医
玉
井
忠
田
と
著
書
傷
寒
論
何
則
に
つ
い
て

秋
葉
哲
生
・
中
西
淳
朗

三
月
例
会
休
会

四
月
例
会
平
成
十
一
年
四
月
二
十
四
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室
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記
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一


